
                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程：2012 年 10 月 20 日～10 月 24 日 

 

 















2019 訪中団＜北京・天津＞に参加して 

エス・ケー・データ株式会社 

北川 眞里 

 

ありがたいことに、昨年に続き、今年も参加できた。またもや前夜は徹夜。 

現地ではいろいろなハプニングに見舞われたが、大きな事件、事故はなく無事に帰って

くることができた。楽しい経験、交流もたくさんできた。訪中委員の方々、訪中団の方々

には感謝でいっぱいだ。 

 

努力と忍耐。 

 中国における物流サービスを構築されている株式会社アルプス物流さん。一人で中国人

の社員さんたちを統括されている日本人の方が、コミュニケーションは毎日とるようにし

ている、努力と忍耐だとおっしゃっておられた。 

当たり前のことだが単に言葉が違うというだけではなく、背景が違い、考え方が違う。

日本人同士でも同じことが言える。分かり合いたいと思うのであれば、こちら側は伝える

努力を続けることはもちろんだが、それとともに相手が何かを言い出しやすい環境、姿勢

をこちらが作り出すことも大事なのだろう。 

 

「あなたはとても親切です」 

 訪中委員の戴さんの出身大学である北京連合大学の学生さんとの交流。いくつかのグル

ープに分かれて、自己紹介や将来の夢などの話をした。その中に、自分の話したいこと、

聞きたいことを日本語で伝えようと、都度スマホで調べて、懸命に言葉にしていた女子学

生がいた。 

限られた時間が終わり皆が席を立ちかけている時、彼女はスマホ画面をちらちら見なが

ら、それでも私のほうを見て、たどたどしくではあったが、こう言ってくれた。 

 どの場面でそう感じたのか理由は聞く余裕はなかったが、私に対して何かを伝えようと

してくれたその気持ちが嬉しかった。 

 

 

最後に。「あとでゆっくり」は、今の自分にとっては不可能なんだとようやく悟った。事前

の準備を十分に行い、その場であらかた終えられるようにする！ 

 

以上 



































2019年 訪中団参加 感想 

                           エスピー工業株式会社 

                           代表取締役 原口 彰大 

 

 私にとって今回の訪中は 全く偶然であり、奇跡に近い出会いに遭遇出来た事柄でした。 

その根拠は同友会に入会し 10年近くなりますが例会を始め最近数年は全く同友会の行事に

参加しておらず、送付される会報を読み皆様が熱心に活動されているのを知るのみでした。 

そこに最近気になっている 中国への視察パンフレットを見て参加させて頂きました。 

 訪中前の結団式にも仕事の調整が出来ず 参加者の方々とお会いしたのは 関西空港が

初めてという状態でした。 

 しかしながら訪中団の皆様に温かく接して頂き本当に感謝しております。 

 

私にとって 中国は約１０年前のシンセン以来でした、当時は 中国の開発発展が著しく

また日本企業も多く新規進出していた時期で 街の至る所で建築工事、道路工事が行われ

若い人たちで活気に満ちた印象をうけながらも、昔ながらの品祖な生活状況も少しは見る

事が出来た様に感じました。 

 

訪中前の中国に対するイメージは 今回は首都の北京という事で ＰＭ２.５で空気も汚れ

以前と同様に土木建築工事が多くの場所で行われ、公安が街角で監視し、自己主張の強い

中国人相互の言い争いを止め緊張した状態を予測しておりました。 

こうした意味で 他の訪中団の方々に比して予備知識が少ない分 私は多大な刺激を得る

事が出来たと思います。 

 

日程に沿って感じたことを記すとすれば 

まず到着し空気が非常に綺麗（到着は日曜日だったからかも）で まず驚きました 

さらに建物の多くが近代的で更に道路が広く（渋滞はあるが）土地の区画整備が整然とし

ており さすがに国家により計画的に作られた街だと感じました。 

2 日目の勉強会で企業に求められる 環境負荷軽減への取り組みの話を聞き 成長戦略と

は相反する事にも国家が強制的に指導し対策を行っている事には 非常に驚きました。 

3 日目の 中谷酒造様への訪問では 酒作りについて 今まで 水質と杜氏の技能などあ

る意味“神がかり”で作るおいしさ酒のイメージが 水は膜での濾過と ミネラル分注入

そして温度と攪拌管理など科学的な部分での 品質維持向もあると知り“目からうろこ”

状態でした。 

また アルプス物流様では 事情に限られた時間でしたが 中国でのビジネスの継続には

法的な部分を十分理解する必要性を解かれ 物流とは 荷物の運搬を効率的に行うだけで

なく中国特融の輸出入に関わる 手続きまで関与されているのにも驚きました。 



 

 また今回の訪中で 一番感動した言葉に 中国は 国家が社会主義的に方針を決定する

がそれを運用するのは 各下部組織が民主主義的に運用すると言われた言葉です。 

 帰国後も その言葉が非常に気になっている状態です、今までの中国のイメージとして

は言論の自由もなく、報道統制がされ 自身の思想や行動に制約を受け 自由が許されな

い国で本当に幸せなのだろうかと疑問に感じていたし、昨今の香港の様にそれに反発し自

国の自治を主張するべく 騒動が発生しており、日本の日米安保の頃の様に揺れています

が 本当に今の中国政府の干渉は 悪なのでしょうか、勿論歴史的な背景からも主従関係

を再考察する必要がありますが 仮に中国が香港を自国として受け入れようとするのは悪

い事でしょか 少し考えさせられます。 

 もとに戻して 今回の訪中は 各企業様への訪問の他に 大学生との交流があったのも 

嬉しかったです 実際に学生（一人っ子政策の子供たち）と接し 考えている事や日本に

対する印象も聞けたのはとても有意義でした。 

 また 物価面においても 中国の労働者の給与の面でも殆ど日本と大差なく今までの生

産国としての中国よりは 今後は多くの人口を抱えたアジア最大の消費国としての存在と

なるのだろうと感じました、蛇足ですが 本当に今回の食事美味しかったです。 

 最後に団長を始め 訪中委員の皆様のおかげで 内容の濃い充実した中国視察が出来た

事に感謝すると共に 参加者の皆様に温かく迎え入れていただき 充実した訪中となり厚

くお礼申し上げます、ありがとうございました。 

 

以上 

 

     




















